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論文題目
指先への回転せん断刺激を用いた擬似圧覚提示による明度情報の直感的提示
手法

要旨

本論文は，視覚情報の明度を指先への回転せん断刺激による擬似圧覚として提示する，新しい把持型
触覚ディスプレイの手法を提案するものである ．従来の物理的な高さ変位を用いる手法では，能動的
な探索動作中に視覚と触覚の空間的な不一致が生じるという課題があったが，本研究ではフォトトラン
ジスタと3×3の小型モータアレイを採用することで，視覚と触覚のずれを最低限に抑えた触覚提示デバ
イスをより小さいレイテンシで実現した．評価実験の結果，回転せん断刺激はウェーバー・フェヒナーの
法則に従う垂直方向の圧覚として知覚されることが実証され，さらに3×3の低解像度デバイスを用いた
アクティブタッチによって，線の角度や太さといった幾何学的特徴をチャンスレベルを有意に上回る精度
で識別可能であることが示された．これらの成果は，提案手法が小型把持デバイスとして直感的な視
覚-触覚変換を実現する有効なアプローチであり，視覚障がい者支援や視覚制限下でのインター
フェースに寄与する可能性を示唆している．


